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世界の水域に生息するウナギ目アナゴ科には２２属存

在し、その中のConger属（クロアナゴ属）には、現段

階で１２種が存在するとされる（波戸岡，２００１）。日本で

漁獲されるアナゴ科Conger属魚類で最もポピュラー

なマアナゴConger myriasterは，北海道南部以南の日

本沿岸域，韓国の沿岸域，中国の沿岸から東シナ海の

大陸棚にかけての東アジアに広く分布している。主な

生息水深は１０～３００ｍであり，内湾から大陸棚上にか

けてが主な生息域である。底びき網，筒，かご等で漁

獲される重要な沿岸漁業対象種であり、日本全国で１

万トン程度が漁獲されていたが、近年は減少傾向にあ

る（望岡，東海，２００１）。マアナゴの生態は不明な点が

多いが、近年，分布生態，加入過程など，特に生活史

初期の調査研究が進展しており（望岡，２００１; 黒木，片

山，２００６），まだ産卵場は見つかっていないものの，地

先で産卵するのではなく南方水域から黒潮を経由して

日本沿岸に来遊する可能性が高いと考えられている

（高井,　１９５９；　落合,　田中１９８６；　黒木，片山，

２００６）。 さらに，マアナゴは，中国，韓国と同じ資源

を共有しているという意味で，「国際資源」であるとの

認識もある （片山，２００６;　黒木，２００６）。 主要なマア

ナゴ漁場では，以前から資源管理が取り組まれてお

り，特に伊勢・三河湾（愛知県，三重県）および福島

県では資源回復計画の対象種となっている。しかし，

海域間の移動や雌雄の分布様式など，生態面での不明

な点が未だ多く残されており，広域に分布するマアナ

ゴを効果的に資源管理するための手立てが確立してい

ないのが現状である。

本邦にはConger属のアナゴ類は，マアナゴに加え

て，クロアナゴConger japonicus ，ダイナンアナゴ

Conger erebennus，キリアナゴConger cinereusの４

種が生息している（波戸岡，１９９３）。マアナゴ以外のこ

れら３魚種の生態はほとんどわかっていないが，分布

域を見ると，おおよそ西岸境界流の黒潮の上流側（南

側）からキリアナゴ，クロアナゴ，マアナゴ，ダイナ

ンアナゴの順で分布する傾向が見られる。Conger属

魚類は，世界中の　亜熱帯から温帯域に分布するが，

大西洋には主にConger conger，Conger oceanicus，

Conger triporicepsの３種が生息しており（波戸岡，

２００１），前２種は漁獲対象にもなっている。この３種
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が分布する海域は，西岸境界流である湾流（Gulf 

Stream）とそれに続く暖流（北大西洋海流）の影響下

にあることから，大西洋のＣonger属魚類の生態を把

握することは，黒潮との関係が強い本邦のマアナゴを

中心としたConger属魚類の加入過程や移動様式など

の生態を解明するための重要な情報となるものと期待

される。本論文では，大西洋におけるConger属アナ

ゴ類の生態に関するこれまでの研究報告をレビュー

し，各種の特徴を明らかにすることを目的とする。な

お，C. triporicepsは，熱帯域のサンゴ礁もしくはその

近傍浅海域に生息する種であり，知見も少ないので，

本稿においては，C. congerおよびC. oceanicusのみを

取り上げる。

Conger conger
Conger eel ，European conger 

　漁獲量　C.congerの漁獲量は、大西洋のConger属

の中で群を抜いて多い。国連食糧農業機関（FAO）の

統計資料（FAO，１９７８-２００６）を基にした、C. conger

の漁獲量をFig. １に示す。全漁獲量は１９７０年代後半以

降徐々に増加し、１９９６年には１８０００tを超えたが、近年

は１５０００t前後で推移している。２０００年～２００４年の５年

間平均漁獲量は１５３６４tであり，漁獲量の多い上位３国

は，フランス５３８５t，スペイン３４９１t，モロッコ１７８７tで

ある。（Fig. １）

　分布（幼魚・未成魚）　ノルウェーおよびアイスラン

ドの沿岸からアフリカ北部のセネガルにかけての大西

洋東部沿岸に加え地中海，黒海に分布している

（Bauchot and Saldanha，１９８６）（Fig. ２）。

　産卵期（孵化時期）　北西大西洋における葉形仔魚の

分布時期から，本種の産卵期は７～９月であると考え

られていた（Strehlow et al.，１９９８）。 しかし近年，耳

石日周輪の計数によって，ポルトガル沿岸もしくはア

ゾレス島周辺で採集された葉形仔魚の孵化日組成は４

～１０月（Antunes and Correia，２００３）， １ ～ ７ 月

（Correia et al.，２００６）， １２～６月（Correia et al.，

２００３） であると推定されており、様々な産卵群が存在

する可能性も想定される。

　浮遊期間　葉形仔魚の出現状況から本種の浮遊幼生

期間は１～２年（Strehlow et al.，１９９８: Lythgore and 

Lythgore，１９７５） の長期におよぶとされていたが，最

近の耳石日周輪の解析からは，８５～１３３mmの葉形仔魚

の浮遊期間が最大２７７日間であると推定された

（Antunes and  Correia，２００３）。なお，稚仔魚の耳石

微細構造については，浮遊期間は明瞭であるが，変態

中は不明瞭な構造（diffuse zone）となることなど，そ

の詳細が記載されている（Antunes and Correia，２００３; 

Correia et al.，２００６）。

　浮遊仔魚の回遊機構　産卵場は不明であるものの，

葉形仔魚が来遊し接岸する過程については，Strehlow 

et al. （１９９８） が断片的な葉形仔魚の情報から，７～９

月に地中海で孵化した葉形仔魚は，１１月に３０mm以上

に成長し，その後ポルトガルやスペインの南部に来遊

し，その後翌夏までに１３０～１５０mm（最大１６５mm）と

なり，沿岸域へと接岸し変態すると推察している。ま

た，回遊メカニズムについては，潮汐を利用して接岸

するという仮説が示されている（Correia et al.，

Fig. 1. 　Annual catch of European conger, Conger conger , by countries from 1974 to 2004（FAO, 1998-2006）.
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２００２）。

　年齢，成長　脊椎骨や耳石薄片に観察される年輪を

用いた年齢査定が行われており，アイルランド南岸で

採集された全長３３～１５９cm（体重５０g～１２kg）の個体を

調べた結果，４歳で平均全長が４２cm，８歳で１mを超え

ると推察されている（O'Sullivan et al.，２００３）。 また，

フランスにおける延縄漁獲物は２歳から１１歳魚であ

り，本種の成長速度は１年約１０cmであると報告され

ている（Sbaihi et al.，２００１）。このほか，アイルラン

ド沿岸で漁獲された２mを超す大型の個体の成長履歴

では，５歳で８０cm，１５歳で１５０cmと推定されている

（Fannon et al.，１９９０）。

　雌雄比，成熟状態，産卵生態　天然海域において成

熟個体を採集したという報告は，雄雌ともない。地中

海のサルジニア海南部における採集個体の組織学的な

観察結果があるが，成熟個体は発見されていない

（Cau and Manconi，１９８４）。 大西洋フランス西岸で

の延縄漁業による漁獲物は全て雌であるが，これらの

生殖腺指数（GSI）は０.０４～４.７８と低く，ビデロゲニン

（VtG）レベルも低かった（Correia et al.，２００２）。 

アイルランド南岸における漁獲物も全て雌であり，

GSIは０.５３～７.０５で，秋から冬に上昇するものの，卵巣

内の卵径は最大０.４５mmであり，成熟期のものは確認

されていない（Lythgore and Lythgore，１９７５）。

　産卵場　産卵場は，成熟個体や幼齢の仔魚が採集さ

れていないため不明である。先述したように，地中海

における調査で成熟個体は認められなかったものの，

Cau and Manconi （１９８４） は地中海イタリア西沖のサ

ルジニア海南部において，生殖腺が比較的発達した雌

雄の個体が分布していることから，本種の産卵場がこ

の地中海のサルジニア海峡周辺水域 の水深６００-８００m

層であると推察している。また，仔魚の分布状況を基

に推定された産卵場としては，大西洋北部中央部

（Strehlow et al.，１９９８），大西洋北部中央部ポルトガ

ル沖のアゾレス島周辺 （Correia et al.，２００６; Correia 

et al.，２００３; Correia et al.，２００２） がある。

Schmidt （１９３１） は，北 大 西 洋 で２５００個 体 のC. 

conger仔魚を採集した。特に，孵化後間もない全長

１０mmの仔魚を西部大西洋のサルガッソ海で確認し

た。したがって，本種の産卵場は，地中海から西部大

西洋にかけて広く形成されていると記載した。しか

し，McCleave and Miller （１９９４） は，サルガッソ海

において広範囲に採集調査を行い，C. oceanicusとC. 

triporicepsの仔魚を３０mmの個体も含めて各々４１９個

体，２３６個体採集した。種不明のConger属仔魚が２個

体採集されたが，上記２種以外ではC. esculentusが５３

個体出現したのみで，C. congerは認められなかった。

さらにMcCleave and Miller （１９９４）は，Schmidt （１９３１） 

が分類形質として用いたと考えられる体側の黒色素胞

について改めて計数したところ，C. triporicepsの色素

大西洋のアナゴ類

Fig.2.　Distributions of conger fishes in and around Atlantic ocean and spawning ground of Conger oceanicus .
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胞の数はC. congerと重なっており，Schmidt （１９３１） 

がサルガッソ海で採集した仔魚はC. triporicepsであ

ると結論づけた。実際に全長３０mm以下のC. conger

は，サルガッソ海のみならず，未だどの海域でも採集

されていない。

　集団構造　Correia et al. （２００６） は，北東大西洋

の６水域から採集された４０個体の仔魚のミトコンドリ

アDNAを解析している。検出された２８ハプロタイプ

は同じハプロタイプが広く分布しているとしたが，水

域間で塩基配列の差異があったとして，同水域のC. 

congerは単一の任意交配集団ではないものと推察し

た。この結果は，前述の仔魚の耳石日周輪から推定し

た産卵期が非常に長期にわたるという結果とも矛盾し

ない。しかし，地域間の遺伝的差異は，有意であった

としても非常に小さな差異であり，またサンプル数も

少ないことから，C. congerの集団構造を説明するに

は不十分であり，さらに検討が必要と思われる。日本

沿岸のマアナゴについてもKimura et al. （２００４） が，

遺伝マーカーを基に複数の繁殖集団の存在を示唆して

いる。しかし，現在のところ産卵場が各地に散在して

いることを支持する生態的な知見は得られていない。

Conger oceanicus
American conger 

　漁獲量　FAOの統計資料（FAO，２００６）によると，漁

獲量（２０００年～２００４年の平均）の合計は４１tであり，C. 

congerの０.５％以下である。この量の差異が，大西洋

の東側に分布し，ヨーロッパ諸国で利用されるC. 

congerとの利用規模の差に起因するのか，資源レベ

ル自体に起因するのかは，不明である。

　分布（幼魚，未成魚）　コッド岬（マサチューセッツ）

からフロリダに至る大西洋西部沿岸およびメキシコ湾

に分布している（Richard et al.，１９８６） （Fig. ２）。

年齢，成長　ニュージャージー沿岸で２１～４９cmの

個体が分布するが，沖合では５０～１２５cmの大型の個体

が生息している（Levy et al.，１９８８）。 年齢について

は，耳石薄片法によって査定が行われており，ジョー

ジバンク沿岸（湾内）で１８～６７cmの個体が２歳から７

歳魚であること，沖合（大西洋中央部の水深１２０～

２６０m）では体長が４８～１２３cm，年齢が３歳から１３歳魚

となり（Hood et al.，１９８８）， やはり沖合ほど大型化・

高齢化する現象が報告されている。

　雌雄比，成熟状態　雌雄比については，Hood et al. 

（１９８８） が前述のジョージバンク沿岸と大西洋中央部

の沖合の比較を行っており，沿岸では，雄５：雌３，沖

合では雌のみになることを明らかとしている。成熟個

体については，最も成熟の進んだ雄（体長２３cm，GSI 

３３）が，水深９５mの地点で確認されている。しかし雌

については，ニュ－イングランド南部で採集された体

長８５cmの個体が，最も高いGSIをもっていたものの，

その値は４であった（Hood et al .，１９８８）。

　産卵場　Hood et al . （１９８８） は，雌の成熟度から

マサチューセッツニューイングランド南部に産卵場が

あるものと推定した。しかし，McCleave and Miller 

（１９９４） は，より直接的なデータを得ており，全長

３０mmの仔魚の分布を基に，サルガッソ海を中心とし

た亜熱帯収斂線が産卵場の北限であるとしている。

　仔魚の分布　C. oceanicusの採集記録は比較的多

く，アメリカ北縁のメーン湾（Jackson，１９５３; Hauser，

１９７５），ニュージャージー沿岸域（Bell et al.，２００３），

アメリカ中部のチェサピーク湾（Bigelow and 

Schroede，１９５３） での採集記録があるが，いずれも

８０mm～１００mmの 比 較 的 大 き な 個 体 で あ る。

McCleave and Miller （１９９４） は，アメリカ南部のサ

ルガッソ海にはC. oceanicus とC. triporicepsが分布

しているのに対して，カリブ海ではC. triporicepsのみ

であることを明らかにしている。なお，McCleave 

and Miller （１９９４） によって初めて３０mm以下の個体

が確認され，両種ともに２月と１０月に多く採集された

ことを報告している。さらに，仔魚の分布様式を基

に，Bell et al. （２００３） は，アメリカ北東のニュー

ジャージーに接岸後に内湾で変態する回遊過程を示し

ている。

　「巨大あなご」について　１ mを超えるような巨大

なアナゴ類が，時折, 漁業もしくは遊漁により捕獲さ

れている。メーン湾で全長２１０cm，体重５４.４kgのC. 

oceanicus採 集 が 報 告 さ れ て い る（Bigelow and 

Schroede, １９５３）。 アイルランドの南東１０kmの海域で

全長２００.２cm, 体重５４.１kg, GSI ５.９のC. congerが採集さ

れている（Fannon et al., １９９０）。 なお，５年間の飼育に

よ っ てC. congerが４０.５kgに 達 し た と い う 記 録

（Wheeler, １９６９） がある他，Jenkins（１９２５） は，

１９０４年９月のIllustrated London Newsという新聞に，

全長２７０cm，体重７２.５kgのC. congerのイラストが掲載

されていることを紹介している。また，遊漁愛好団体

"British Conger Club"の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.britishcongerclub.org.uk/）を見ると，

大型のC. congerが沿岸域で数多く釣獲されているこ

とが分かる。British Conger Clubが世界記録と認めた

最大個体の記録は，１９９５年に釣獲された６０.２kgであ

る。ちなみに本邦においては，大西洋のように２mを

超える個体に関する記載・報告はないが，女川湾で全

片山知史・黒木洋明
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長１２７cmのマアナゴ（飯塚, 片山, ２００４），小笠原近海で

全長１５９.２cm体重１１.５kgのダイナンアナゴ（黒木，未発

表），瀬戸内海で全長１１４cmのマアナゴ（波戸岡，私信）

が採集されている。以上のような巨大なアナゴからも

生殖腺の成熟が進行した個体は得られておらず，アナ

ゴ類の産卵生態は依然謎につつまれている。

まとめ

大西洋に分布するConger属の主要２種の生態研究

をレビューしたが，成長様式（年齢組成，年齢と体長

の関係），雌雄の出現様式（沖合には雌だけが分布，高

齢魚は雌のみ），葉形仔魚の沿岸海域における出現様

式（来遊時期，体長，浮遊期間）など，生態・生活史

での本邦のConger属と共通する特徴が明らかとなっ

た（Table １.）。

太平洋と大西洋を通じて唯一Conger属の小型仔魚

が多数採集されているC. oceanicusについては，産卵

場がサルガッソ海周辺にほぼ特定され，アメリカウナ

ギAnguilla rostrataと同様の湾流（Gulf stream）を介

した仔魚回遊経路が推定されている（McCleave and 

Miller, １９９４）。C. oceanicusの仔魚はアメリカ東海岸

の北縁に位置するメ－ン湾といった水温の比較的低い

海域に多く来遊していることから，サルガッソ海周辺

の高水温域で生まれた後に低水温域の沿岸域へと移動

回遊するということになり，マアナゴ仔魚の沿岸域へ

の回遊機構（黒木, ２００６）と類似する。このことは、太

平洋におけるウナギAnguilla japonicaとマアナゴC. 

myriasterの仔魚回遊の相似を示唆するようで興味深

い。大西洋におけるC. oceanicusの知見は、マアナゴ

C. myriasterの産卵生態解明への重要なヒントとなる

だろう。

一方，C. congerの産卵場は不明であるが，産卵場が

Correia et al., （２００６）等が推察したとおり大西洋北部

中央部ポルトガル沖のアゾレス島周辺にあるとすれば

（仔魚の浮遊期間は約１年間と推定されており，更に

南方の海域に産卵場がある可能性もある），産卵場か

ら仔魚が暖流を利用して移動・回遊し，低水温域（北

部大西洋）で接岸し着底・変態するプロセスには，C. 

oceanicusと共通点があるかもしれない。また、C. 

congerは沿岸域で巨大な個体が多く見られるという

点で、本邦のクロアナゴC. japonicusやダイナンアナ

ゴC. erebennusに似ており、生活史においても共通点

がある可能性がある。ただ、本邦のConger属魚類の

うちマアナゴ以外の生態はほとんど未解明であり、さ

らに分類にも混乱がある（波戸岡, ２００１）。大西洋と太

平洋のConger属魚類の生活史比較をさらに進めるに

は、まず本邦産Conger属の分類の混乱を解消する必

要があるだろう。

大西洋の西側にC. oceanicus，東側にC. congerが分

布しているという配置になっているものの，西岸境界

流（湾流）とそれに続く大循環流の一部（北大西洋海

流）という視点で見ると，上流側にC. oceanicus，下

流側にC. congerが分布していると捉えることができ

Table １. 　Comparisons of the life history among Conger species inhabiting Atlantic Ocean and Japanese coastal 

sea

Conger conger C. oceanicus C. myriaster C. japonicus

Distribution of adult

form

East side of the Atlantic

Sea the Mediterranean

Sea the Black Sea

West side of the Atlantic Sea

the Gulf of Mexico

Coastal seas of Japan, Korea,

and China, and the East China

Sea
South Japan

Habitats of male and

female

Only female in continental

shelf, whereas male and

female in shallow coast

Only female in continental shelf,

whereas male and female in

shallow coast

Only female in continental shelf,

whereas male and female in

shallow coast 1, 2)

Unknown

Matured adult Not found Not found Not found Not found

Age and growth
ca. 40 cm at 4 yrs,

over 1 m at 8-10 yrs

ca. 60 cm at 3 yrs,

over 1 m at 11 yrs
ca. 60 cm at 4 yrs 3) Unknown

Spawning ground Unknown Sargasso Sea (estimated) Unknown Unknown

Distribution of early

leptocephalus larvae
Not found

Larvae under 30mm in

Sargasso Sea

Larvae of 22 mm in south off

Okinawa Is.,4) 46 mm in west off

Okinawa Is.,5) and 26 mm around
Okinotori Is.6)

Not found

Migration process of

leptocephalus larvae

From offshore to shallow

coast

From offshore to shallow coast,

From warm to cold sea areas

From offshore to shallow coast,

From warm to cold sea areas 5) Unknown

大西洋のアナゴ類
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る（さらに上流にはC. triporicepsが分布）。したがっ

て，同じく西岸境界流（黒潮）の下流側から上流側に

順に分布しているダイナンアナゴ，マアナゴ，キリア

ナゴとC. conger, C. oceanicus, C. triporicepsとの共通

点，相違点を整理することは各々の生態・生活史を理

解するうえでのヒントになるであろう。つまり，西岸

境界流（とそれに続く暖流）を利用して葉形仔魚が移

動し，その流れから離脱，そして接岸，着底・変態と

いう来遊過程は，Conger属に共通した過程である可

能性がある。そして，種による産卵場の地理的な違い

や，浮遊仔魚の環境要求の差異によって，分布域のず

れが生じるのかもしれない。

今後は，想定される産卵場から，着底・変態する海

域に移動・回遊する過程における，海洋学的なアプ

ローチが必要であろう。この海洋学的なアプローチ

は，当然マアナゴの来遊機構解明に有用な情報になる

のみならず，黒潮を利用して太平洋岸に加入する他の

多く魚種についても重要な課題である。
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地方公庁船によるマグロ延縄資源調査の推移と混獲モ

ニタリングとしての特徴

細野 隆史（日本エヌ・ユー・エス）

松永浩昌（中央水産研究所）

南 浩史（中央水産研究所）

清田 雅史（中央水産研究所）

地方公庁船によるマグロ延縄資源調査における操業

実態およびサメ類，海鳥類，海亀類の混獲状況を1992-

2005年について取りまとめた。公庁船調査はハワイ周

辺海域に操業が集中する傾向があり，そのなかでも1-8

月は南側， 9-12月は北側で操業が行われた。本調査は

サメ類に関する情報源となり得ることが示されたが，

海鳥・海亀に関しては必ずしも混獲実態を反映しない

操業状況であった。

No.24, 1-13 (2008) 

大西洋におけるアナゴ類の生活史

片山 知史（中央水産研究所浅海増殖部）

黒木洋明（中央水産研究所浅海増殖部）

日本近海に生息するアナゴ類の資源生態に関する理

解を深めるために，大西洋に生息するアナゴ類

Conger congerとCoceanic usの生活史に関する過去

の知見を整理した。 Coceanic usの年齢と成長，雌雄

の分布様式，葉形仔魚、の浅海域への出現時期やサイズ

は，マアナゴCmyriasterによく似ていた。産卵場は，

C oceanicusについては，ほぼ特定されているものの，

C. congerについては日本周辺のConger属魚類と同様

に不明であった。葉形仔魚、が西岸境界流を利用して移

動回遊し，低水温域で、接岸し着底・変態するプロセス

は，大西洋と太平洋のいずれの種にも共通した加入過

程である可能性が示唆された。したがって，アナゴ類

の加入機構については，海洋学的なアプローチが必要

であると考えられた。

No.23, 15-21 (2008) 

ビデオプランクトンレコーダーを用いた親潮域～黒潮

親潮移行域におけるメソ動物プランクトン群集構造の

解析に関する研究

市Jll 忠史（中央水産研究所海洋生産部）

海洋生態系において物質輸送，生物生産および魚類

資源加入における仲介者として重要な役割を担う動物
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プランクトン現存量を把握し，分布構造と群集構造を

明らかにすることは重要な課題である。しかし，従来

行われてきたプランクトンネットによる採集では脆弱

な動物プランクトンの正確な現存量や詳細な分布構造

の把握は困難であり，採集試料のデータ化に時間と労

力を要する問題もあった。

本研究では，こうした動物プランクトン研究におけ

る問題解決のため，圏内では使用例がないピデオプラ

ンクトンレコーダー（VPRII）を用いた観測および解

析手法を確立し，その結果を用いて捕食者として重要

なクラゲ類，クシクラゲ類の正確な現存量ならびにカ

イアシ類を中心としたメソ動物プランクトンの詳細な

鉛直分布構造を把握し，メソ動物プランクトンの群集

構造ならびに生物相互関係について考察することを目

的とした。

1. VPRIIにおける画像取得条件の特性を把握し，定

量性の高いデータの取得に必要な手法を検討するため

カイアシ類と管クラゲ、を用いた室内実験を行った。そ

の結果，カイアシ類と管クラゲで合焦画像の取得条件

が異なること，複数の分類群の画像を確実に記録する

ために非合焦画像も含めて記録する設定が不可欠で、あ

ることが示された。非合焦画像を含むプランクトン画

像から一定の視野体積内にある合焦画像を選択するた

め，客観的な数値として得られた画像の輝度階調の値

を用いてカメラからの距離および合焦の有無を判断す

る手法を開発した。一定の視野体積内の画像を客観的

に選択する手法を開発することで定量性の高いVPRII

のデータ取得が可能となった。

2.動物プランクトン個体数把握におけるVPRIIの有

効性を検討するため，親潮域～黒潮・親潮移行域にお

いてVPREで記録された画像とMOCNESSで採集され

た動物プランクトンの個体数密度を比較した。ネット

採集で物理的な破損を受けにくいと考えられたカイア

シ類個体数密度はVPREとMOCNESSの聞に有意な正

の相関（n=29, pく0.5）が得られた。一方，脆弱なヒ

ドロクラゲ類およびクシクラゲ類は常にVPREで個体

数密度が高く，ネットに対するVPRIIの優位性が示さ

れた。これに対し毛顎類，管クラゲ類，サルパ・ウミ

タル類および尾虫類の個体数密度はVPRIIが高い場

合，逆にMOCNESSが高い場合のいずれも観測され，

プランクトンの分布形態や逃避行動の影響，あるいは

VPRIIの視野や照明など技術的な問題が影響したと考

えられた。

3. VPR Eとプランクトンネット双方のデータを用

いて親潮域～黒潮・親潮移行域のクラゲ類，クシクラ

ゲ類の正確な現存量を見積もった。採集層別の平均現

存量は0.002～0.106mgC/m3（平均±標準偏差＝0.035土


